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ハイライト： 57回生入学おめでとうございます。 

お知らせ  ： ＰＴＡ・理事評議員会は中止となりました。 
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 ４月。教室で授業を受ける生徒たち

からは、新年度を迎えての、柔らかさ

の中にも引きしまった思いが伝わっ

てきていました。３月の臨時休校を経

ての久しぶりの学校ですから、例年の

４月以上に、生徒たちの思いは強かっ

たように思います。新入生も、高校生

活を順調にスタートさせた矢先でし

た。４月２１日からの再びの臨時休

校。４月の出席日数はわずか9日です。 

 

 新型コロナウィルスに関する報道

を目や耳にしないことのない毎日で

すが、その中でとても心に残った文章

がありました。4月23日付けの朝日新

聞に掲載された伊藤亜紗さんの文章

です。障害や病を持つ方々とWEB上

で語り合う中で、「彼らの言葉が持つ

確かさ」に救われた経験を書かれてい

ました。少し長い引用になることを許

してください。 

 

「参加者の一人が口にしたのは、『いま

世界中の人が障害者になっている』と

いうこと。確かに、人と間近に関わるこ

とを禁じられているこの状況は、全員が

『接触障害者』になっているとも言え

る。接触不可という制約を抱えたまま

社会的活動を維持しようとする姿は、

失明した人が、視覚を使わないで世界

を認識する方法を獲得する過程のよう

だ。 

「私が救われたのは、彼らの言葉が持

つ確かさだった。障害や病のある人た

ちは、自分を脅かすものとともに生きる

達人である。そしてそれと共存する方

法を、短くても数年、長い人だと数十

年かけて見いだしてきた歴史を持つ。」 

 

 人類の歴史は、天然痘やペスト、コ

レラ、インフルエンザなどの感染症の

歴史でもあります。「ウィルスとの闘

い」「ウィルスに打ち勝つ」という強

い言葉が盛んに用いられていますが、

私はむしろ「ウィルスと折り合いをつ

ける」という言葉の方が適切なのでは

ないかと思っています。そう考える

と、目の見えない人が視覚情報を補う

工夫をどのように重ねてきたか、耳の

聞こえない人がどのようにして音を

介さずに世界とつながりを作ってき

たか、その経験から学べることは少な

くないはずです。 

 ウィルスと折り合いをつけるため

の方法を、私たちは個人として、また、

社会として探っていかなければなり

ません。長い時間をかけて――。そし

て、刻々と移り変わる状況に丁寧に向

き合いながら、浮薄に堕しない「確か

な言葉」を、自分の中に地道に刻んで

いかなければならないのだと思いま

す。長い時間をかけて――。 
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５月の行事予定  

日 曜 行事 日 曜 行事 

1 金  臨時休校 16 土  

2 土 国民の休日 17 日  

3 日 憲法記念日 18 月  

4 月 みどりの日 19 火  

5 火 こどもの日 20 水  

6 水 振替休日 21 木 7限カット 

7 木  22 金  

8 金  臨時休校 23 土  

9 土  24 日  

10 日  25 月  

11 月  26 火 7校時は月の⑦ 

12 火 クレペリン検査 27 水  

13 水  28 木  

14 木  29 金 
英検1次 

（→延期） 

15 金 
第１回悩み調査 
ＰＴＡ理事評議員会 

（→中止） 

30 土  

   31 日  

ホームページもご覧ください。 
http://www.news.ed.jp/kita-h/ 

ようこそ北高へ！！ 
   

  このたびの人事異動で１３名の新しい先生方が北高に仲間入り  

 されました。よろしくお願いします。 

 

  大谷 幸治 教頭（中五島高から） 

  谷本 秀紀 事務長（県立長崎図書館から） 

  丹下 泰典 先生（情報 壱岐高校から） 

  春山 孝弘 先生（数学 佐世保西高校から） 

  松村 友美 先生（英語 諫早高校附属中学校から） 

  永尾 幸次朗 先生（物理 新規採用・北松西高から） 

  梅  汐梨 先生（国語 新規採用・大村高から） 

  高瀬  博 先生（英語 長崎工業高校定時制から） 

  馬場 苑子 先生（国語 壱岐商業高校から） 

  松竹 恒夫 先生（世界史 鳴滝高校通信制から） 

  宮本 美咲 先生（体育 新卒） 

  原田 康誠 先生（英語 長崎工業高から） 

  吉田 真美 主任（事務 長崎鶴洋高校から） 
 

５７回生の船出にあたって １学年主任 染田 宗彦  
 

 ４月８日，桜の花びらが風でひらひらと舞い落ちる中，北高５７

回生２４１名の入学式が行われ，新入生の学校生活がスタートしま

した。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，入学式をはじめ

様々な行事が例年とは異なるやり方で行われました。本来２泊３日

の日程で行われる予定だった新入生の宿泊研修が取りやめになり，

４月１０日（金）から学校での研修となりました。研修では，集団

行動や各教科の学習の仕方，学校生活の心得，自己の思いを表現す

る方法など，これからの学校生活の基礎となるものを真剣に学ぶ姿

が見られました。また，レクリエーションの長縄跳びや学級活動を

通して，クラスの団結や生徒どうしの理解も深まったようです。今

回の研修をとおして生徒たちに伝えたことは次の通りです。 

 ① 自分と友達を大切にしよう 

 ② 周りから応援される生徒，学年であろう 

 ③ 将来の自分の夢実現のため，学習，部活動はもちろん， 

   進路学習を積極的に行おう 

 今回の研修は例年よりも時間的には短かったですが，生徒たちは

その分を集中力でカバーし，研修の前と比べて一回りも二回りも成

長したようでした。 

 さあこれからが本番，というときに再び休校になってしまい，生

徒たちはもちろんですが，私たち１学年職員も「５７回生ロス」で

さみしい限りです。しかし、５月１１日に再び元気な姿を見られる

ことを期待して休校期間を過ごしたいと思っています。保護者のみ

なさま，休校中の過ごし方は生徒たちに伝えましたが，見守りとご

指導の方をよろしくお願いいたします。 

２Ｐ 


